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令和３年 第１回定例会

　令和３年第１回定例会が３月３日から３月 15 日までの 13 日間の会期で開催され、令和３年

度一般会計予算、特別会計予算、人事案件、令和２年度各会計補正予算等、町長提出議案等 35 件、

議員提出議案１件が審議され、原案どおり可決・同意されました。

　一般質問には、12 名の議員が登壇し、町政に対しての質問、答弁が展開されました。

令和３年度 一般会計当初予算

109億円（前年当初比7.3％増）

令和３年度 初予算の５つのポイント

○誰もが安心・安全を実感できるまちづくりを推進する
・新型コロナウイルス感染症への対策

・災害に強いまちづくりの推進

・誰もが安心して暮らせるまちづくりの推進

・福祉や健康長寿、生活環境の充実

○次世代を担う若い世代への投資を強化する
・小中学生等への教育の充実による未来の担い手の育成

・若い世代への支援の充実による町を支える人材の確保

○民間企業等との連携により部外ノウハウを活用した魅力向上策
の刷新を図る

・奥久慈の大自然を活かした新たな観光と交流の創生

・観光資源の積極的なプロモーションと町全体の魅力向上

○地場産業の未来を応援し足腰の強い大子町を創造する
・農林業や中小企業への支援の強化

・就労機会の創出など雇用対策の促進

ポイント１

ポイント２

ポイント３

ポイント４



3　大子議会だより No.205

令和３年 第１回定例会

当初予算って何ですか？
　新しい年度（４月から翌年３月まで）が始まる前に、１年間でどれくらいの収入があるか、
その収入をもとにして、どのような行政サービスを行うか計画します。その計画した事業の費
用の総額を「当初予算」といいます。これらの内容をまとめたものが「予算書」です。大子町
に入ってくるお金のことを「歳入」、使うお金のことを「歳出」といいます。

■誰もが安心・安全を実感できるまちづくりを推進する
○新型コロナワクチン接種関連経費【新規】	 2236 万５千円
○中心市街地排水対策事業【新規】	 600 万円
○松沼橋改築事業【新規】	 5233 万円
○大子町土砂災害・洪水ハザードマップ更新業務【新規】	 449 万４千円
○大子町地域公共交通維持活性化推進支援事業【新規】	 149 万６千円
○医師確保支援事業補助金【新規】	 400 万円
○医師修学資金貸付金【新規】	 780 万円
○災害対応特殊消防ポンプ自動車配備【新規】	 4970 万円
○（仮称）袋田防災センター建設工事【拡充】	 5449 万２千円
○木造住宅建設助成事業【拡充】	 600 万円
○住宅リフォーム助成事業【拡充】	 8500 万円
○空き家バンクリフォーム助成事業【拡充】	 1000 万円

令和３年度主な事業

令和３年度　各会計予算
会　　計　　別 予　算　額 前年度比較（△減）

一般会計 109 億円 ７億 4000 万円
国民健康保険事業特別会計 22 億 2110 万１千円 △ 3256 万６千円
後期高齢者医療特別会計 ２億 8585 万８千円 1343 万７千円
介護保険特別会計 27 億 2887 万１千円 8569 万３千円
介護サービス事業特別会計 1200 万２千円 216 万４千円
浄化槽整備事業特別会計 １億 2351 万４千円 172 万７千円
水道事業会計 ９億 1587 万２千円 １億 7036 万１千円

総　　　　額 171 億 8721 万８千円 ９億 5069 万５千円

○魅力あふれる住み良いまちを創造する
・新庁舎建設の推進と行政サービスの質的向上

・庁舎移転を見据えた中心市街地の賑わいのあるまちづくりの推進

・ＡＩやＩＣＴの活用による町民サービスの向上

ポイント５
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■次世代を担う若い世代への投資を強化する
○ＡＩ学習ツール整備事業【新規】	 755 万１千円
○炊飯施設建設関連経費【新規】	 928 万７千円
○子育て短期支援事業【新規】	 567 万円
○東京 2020 オリンピック競技大会事業【拡充】	 1636 万円
○子育て世帯住宅建設等助成金事業【拡充】	 1350 万円

■地場産業の未来を応援し足腰の強い大子町を創造する
○町有林植栽業務【新規】	 1009 万３千円
○小生瀬地区営農計画書作成事業【新規】	 390 万円
○タクシーデリバリー応援事業補助金【新規】	 349 万２千円
○収入保険制度加入促進支援金事業【新規】	 400 万円
○中小企業経営者改善支援事業【拡充】	 355 万円

■民間企業等との連携により外部ノウハウを活用した魅力向上策の刷新を図る
○サテライトオフィス等進出支援事業【新規】	 150 万円
○地域資源を活かした関係・交流人口創出事業【新規】	 599 万４千円
○まちカフェ交流拠点整備事業【新規】	 237 万２千円
○大子町ＩＴ介護支援監理アドバイザー事業【新規】	 190 万円
○袋田観瀑施設トンネル内照明改修【新規】	 457 万円
○団体旅行誘致促進助成金【新規】	 500 万円
○駅舎アートによる水郡線利用促進事業【新規】	 490 万円
○観光物産館改修事業【新規】	 6063 万３千円
○大子研修センター関連経費【拡充】	 5590 万７千円
○奥久慈サイクルツーリズム事業【拡充】	 907 万１千円
○道の駅奥久慈だいご周辺イルミネーション装飾業務【拡充】	 540 万円

■魅力あふれる住み良いまちを創造する
○新庁舎建設事業【拡充】	 12 億 7196 万１千円
○新庁舎ネットワーク構築業務【新規】	 2084 万９千円
○新庁舎議場システム整備工事【新規】	 2362 万８千円
○キャッシュレス決済導入業務【新規】	 26 万４千円
○軽自動車税に関する基幹税務システム改修業務【新規】	 88 万円
○交流拠点整備事業（都市再生整備計画事業）【新規】	 852 万２千円
○ＡＩ乗合タクシー実証実験事業【拡充】	 899 万６千円

　このほかに「不法投棄対策事業」などの 20事業が示され、全体で 87の新規事業が実施され
ることになりました。



特別会計等 補　正　額 補正後の予算額

大子町国民健康保険事業特別会計（第４号） １億 4050 万５千円 23 億 9348 万８千円

大子町後期高齢者医療特別会計（第２号） 535 万７千円 ２億 7863 万５千円

大子町介護保険特別会計（第３号） △ 903 万７千円 26 億 7705 万４千円

大子町浄化槽整備事業特別会計（第２号） △ 2147 万８千円 １億 65 万２千円

大子町水道事業会計（第５号）〔収益的支出〕 △ 1419 万６千円 ４億 8790 万１千円

　　　　　　〃　　　　　　　〔資本的支出〕 229 万８千円 ３億 617 万８千円
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一般会計補正予算（第10号）の主なもの

一般会計補正予算（第11号）の主なもの

特別会計等の主な補正額

歳　　　　入 補　　正　　額

使用料及び手数料 △１億 4486 万１千円

国庫支出金 13 億 8084 万８千円

町債 ３億 9150 万９千円

歳　　　　入 補　　正　　額

国庫支出金 100 万円

歳　　　　出 補　　正　　額

大子町区長会補助金 △ 142 万４千円

町外搬出し尿処理汚泥等運搬業務委託料 △ 7217 万１千円

担い手確保・経営強化支援事業補助金 224 万１千円

幼稚園、小・中学校感染症対策事業費 880 万円

財政調整基金積立金元金 １億円

庁舎建設基金積立金元金 3000 万円

し尿処理施設災害復旧事業費 17 億 8500 万３千円

歳　　　　出 補　　正　　額

　健康管理システム改修委託等 100 万円



議案番号 議　　　案　　　名 結　果

議案第６号 大子町医師修学資金貸与条例 原案可決

議案第７号
大子町産業活動の活性化及び雇用機会の創出のための固定資産税の特
別措置に関する条例の一部を改正する条例

原案可決

議案第８号 大子町営体育施設の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例 原案可決

議案第９号 大子町介護保険条例の一部を改正する条例 原案可決

議案第10号
大子町指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準等を定
める条例等の一部を改正する条例

原案可決

議案第11号 袋田観瀑施設の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例 原案可決

議案第12号 大子町道路占用料徴収条例の一部を改正する条例 原案可決

議案第13号 大子町町道の構造の技術的基準等を定める条例の一部を改正する条例 原案可決

議案第14号 大子町土地開発基金条例を廃止する条例 原案可決

議案第15号 大子町武藤文化福祉基金条例を廃止する条例 原案可決

議案第16号 町有林林産物の売払いについて 原案可決

議案第17号 大子駅前駐車場の指定管理者の指定について 原案可決

議案第18号 袋田観瀑施設の指定管理者の指定について 原案可決

議案第19号 大子温泉保養センター森林の温泉の指定管理者の指定について 原案可決

議案第20号 大子町観光物産館の指定管理者の指定について 原案可決

議案第21号 大子北デイサービスセンターの指定管理者の指定について 原案可決

議案第22号 大子町営研修センターの指定管理者の指定について 原案可決

議案第23号 大子町教育委員会教育長の任命について 原案同意

議案第24号 令和２年度大子町一般会計補正予算（第 10 号） 原案可決

議案第25号 令和２年度大子町国民健康保険事業特別会計補正予算（第４号） 原案可決

議案第26号 令和２年度大子町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） 原案可決

議案第27号 令和２年度大子町介護保険特別会計補正予算（第３号） 原案可決

議案第28号 令和２年度大子町浄化槽整備事業特別会計補正予算（第２号） 原案可決

議案第29号 令和２年度大子町水道事業会計補正予算（第５号） 原案可決

委員会報告
第１号

常任委員会審査報告（予算・決算委員会）
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第１回定例会　提出議案等と審議結果



議案第30号 令和３年度大子町一般会計予算 原案可決

議案第31号 令和３年度大子町国民健康保険事業特別会計予算 原案可決

議案第32号 令和３年度大子町後期高齢者医療特別会計予算 原案可決

議案第33号 令和３年度大子町介護保険特別会計予算 原案可決

議案第34号 令和３年度大子町介護サービス事業特別会計予算 原案可決

議案第35号 令和３年度大子町浄化槽整備事業特別会計予算 原案可決

議案第36号 令和３年度大子町水道事業会計予算 原案可決

議案第37号
大子町し尿処理施設災害復旧事業し尿処理施設建設工事請負契約の締
結について

原案可決

議案第38号 大子町新庁舎建設工事請負契約の締結について 原案可決

議案第39号 大子町教育委員会委員の任命について 原案同意

議案第40号 令和２年度大子町一般会計補正予算（第 11 号） 原案可決

選挙第１号 茨城県後期高齢者医療広域連合議会議員の一般選挙について
当選

齋藤忠一

議員提出議案
第１号

大子町議会会議規則の一部を改正する規則 原案可決

大子町教育委員会教育長に松本成夫氏を再任
　大子町教育委員会教育長の松

まつもと

本成
しげ お

夫氏が、令和３年３月 31 日で任期満了となるため、引き続き同氏

を任命することに同意しました。任期は令和３年４月１日から令和６年３月 31 日までです。

大子町教育委員会委員に旅澤有代氏を任命
　大子町教育委員会委員の神賀美紀氏が、令和３年３月 20 日で任期満了となるため、後任に旅

たび

澤
さわ

有
くに

代
よ

氏を任命することに同意しました。任期は令和３年３月 21 日から令和７年３月 20 日までです。

茨城県後期高齢者医療広域連合議会議員に齋藤忠一議長を選任
　令和３年３月 19 日に任期満了となる、茨城県後期高齢者医療広域連合議会議員選挙が今定例会で行

われ、指名推薦により齋藤忠一議長が再任されました。

　茨城県後期高齢者医療広域連合議会は、県内の市町村議会議員から選出された議員で構成され、広

域連合の予算や条例などを審議・決定する機関です。
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一般会計予算審査
◎総務費
問　商店街賑わい創出事業の委託料（100万円）の内訳は。
答　カフェ・キッチン 50 万円、体験型ワークショップ 30 万円、ミニマルシェ 50 万円の合計 130 万
円の見積もりを査定し、地域おこし協力隊卒業者に 100 万円で委託する。	 〔まちづくり課〕
◎民生費
問　高齢者世帯等火災報知器配置事業（12万１千円）の対象者と目的は。
答　おおむね 65 歳以上の独り暮らし又は高齢者のみの世帯、重度障がい者のいる世帯で、住宅用火
災警報器の未設置世帯及び町民税の非課税世帯。年間 25 台予定で、手続きをサポートし、希望者に
設置できるよう努めていく。	 〔福祉課〕
◎衛生費
問　不法投棄対策関連経費が予算計上されたが、撤去に向けては何か動きがあったか。
答　注意看板 30 万円、監視カメラ設置 182 万７千円を予算計上した。県北県民センターと連携して
パトロールを実施し、撤去については他町村の状況を調査して対応したい。	 〔生活環境課〕
◎農林水産業費
問　中心市街地排水対策事業の水路の長さと面積は。
答　災害発生を防止するため愛宕町町堀から押川へ農業用水路を改修し放流する。測量設計 600 万円
を計上。長さは 300 メートル、用地測量は 12,000 平方メートルを想定している。	 〔農林課〕
◎商工費
問　奥久慈サイクルツーリズム事業費（約 900万円）の内訳は。
答　事業費の主な内容は、振興公社に委託するレンタサイクル運営費 350 万円、アプリを活用したプロモー
ション委託費 350 万円、旅行会社へ提案するモニターツアー運営委託費 100 万円ほか。	〔観光商工課〕
◎土木費
問　松沼橋改築事業は、令和６年度に完成する予定だがどのような年次計画か。
答　国の久慈川緊急治水対策プロジェクトによる改修事業で、当初概要によると、令和２年度が調査測量・
地質調査・予備設計、令和３年度が測量・設計・補償・橋の撤去、令和４年度が用地買収・下部工、
令和５年度が下部工・上部工・交差点改良、令和６年度が交差点改良の予定である。	 〔建設課〕
◎消防費
問　令和元年度東日本台風災害記録集を配布する範囲は。
答　予算額 150 万円で記録集を 300 冊作成し、各地区防災会や関係機関等への配布を予定している。
ホームページへの掲載や概要版の配布も検討している。	 〔総務課〕

特別会計予算審査
◎国民健康保険事業
問　ジェネリック医薬品の啓発は行われているか。
答　保険証交付時にチラシ配布や街頭キャンペーン、医療費通知送付の際に同封している。利用率は、
令和元年度 80.02%、２年度 79.2%、年間で 351 人利用している。	 〔町民課〕
◎水道事業会計
問　窓口受付等包括的業務委託の効果はどう試算しているか。
答　お客様センターの設置によるサービスのさらなる向上、最大 900 万円の経費削減、収納率の向上
が見込まれる。	 〔水道課〕

　令和３年度当初予算（議案第 30 号から議案第 36 号まで）については、今回から予算・決算委員会
に付託され２日間にわたり審査が行われました。
　審査終了後の採決の結果、すべての議案について原案どおり可決されました。なお、議案第 30 号令
和３年度大子町一般会計予算の採決では、委員１名の退席がありました。

予算・決算委員会による令和３年度当初予算の審査

予算・決算委員会での主な質疑（一部を抜粋して掲載しています）
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令和３年 第１回定例会



　令和３年第１回臨時会が１月 21 日に開催され、町長から提出された議案４件について原案どお
り可決されました。

　・新型コロナウイルスワクチン接種事業費	 １億 179万３千円
　・果樹病害虫一時支援金給付事業補助金	 129 万円
　・町飲食店応援事業業務委託料	 850 万円
　・ホテル旅館業・飲食店等事業継続応援支援金	 1650 万円
　・成人祝補助金	 300 万円
　・し尿処理施設災害復旧事業費	 11 億 2181万円

一般会計補正予算（歳出）の主なもの

第１回臨時会　提出議案と審議結果
議案番号 議　　　案　　　名 結　果

議案第１号 大子町観光物産館改修工事請負契約の締結について 原案可決

議案第２号 （仮称）袋田防災センター建築工事請負契約の締結について 原案可決

議案第３号 大子町過疎地域自立促進計画の変更について 原案可決

議案第４号 令和２年度大子町一般会計補正予算（第８号） 原案可決

　令和３年第２回臨時会が２月 12 日に開催され、町長から提出された議案１件について原案どお
り可決されました。

一般会計補正予算の概要
　新庁舎建設工事に係る耐久性や防犯性を高めるための費用を増額したもので、補正額は次のとおりです。

　新庁舎建設事業費　工事請負費	 3930 万円

第２回臨時会　提出議案と審議結果
議案番号 議　　　案　　　名 結　果

議案第５号 令和２年度大子町一般会計補正予算（第９号） 原案可決

令和３年 第１回臨時会

令和３年 第２回臨時会
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令和３年 第１回定例会・第１回臨時会
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令和３年 第２回臨時会

　４月２日に「新型コロナウイルス感染症対策に
関する要望書」を町に提出しました。今回が２回
目となる議会からの新型コロナウイルス感染症対
策に関する要望は、長期にわたる移動自粛、三密
防止対策による健康不安の解消、ワクチン接種が
安心してできる医療機関との連携強化、コロナ禍
の影響による経済的不安の解消などに関して次の
とおり要望しました。

【要望事項】
１．医療機関と連携し、万全なワクチン接種体制を構築すること。
２．町民に公平な経済支援が行き届くよう、これまで同様に、国、県の支援策への働きかけと補
完を行うこと。

３．長期にわたる健康・生活不安を軽減するため、町民への一律の生活支援を講じること

　町議会議員として多年にわたり地方自治の振興発展に寄与された功績により、今回５名の方が
茨城県町村議会議長会から自治功労者表彰を受けられました。
　３月定例会の３日開議前に議場において伝達式が行われ、受賞された４名の方には齋藤議長か
ら、齋藤議長には金澤副議長から表彰状が手渡さ
れました。

被表彰者（議員在籍 12 年以上）
　写真左から
○鈴木陸郎議員
○金澤眞人議員
○齋藤忠一議員
○藤田　稔議員
○大森勝夫議員

新型コロナウイルス感染症対策に関する要望書を提出

茨城県町村議会議長会自治功労者表彰の伝達

　議会運営の新たな取組としてタブレットを導入
しました。
　今後、会議資料のペーパーレス化やＷｅｂ会議
などさまざまな場面で活用するため、各議員に 1
台ずつ貸与されました。

議会タブレット動き出す



スマホで議会中継を見ませんか！
　定例会及び臨時会のすべてを生中継するとともに、閉会後は録画配信も行っています。
スマートフォンでも見ることができます。
※一般質問者ページ下部にあるＱＲコードにより、質問者を検索することができます。

ホームページから スマートフォンから大子町議会中継 クリック検索検索クリック議会中継

11　大子議会だより No.205

一般質問とは・・・
　定例会において、議員が町民の代表として、行政全般にわたり町の考え方や施策の進ちょく状況、
将来における施策方針等をただすことです。
　また議員は、町長等の答弁を受け、疑問をただすことはもとより、町民の立場に立った事務事業の
改善や政策提言をすることも、議員の重要な権限です。

令和３年 第１回定例会

町政に
ここが聞きたい！これを言いたい！

12名の議員が一般質問！！
質　　問　　内　　容 ページ 質　　問　　者

将来を見据えた学校適正配置は
支援対象外の方々へ町独自の支援策を P.12 藤田　　稔　議員

認知症診断の助成制度導入を P.13 野内　健一　議員
感染収束後の活性化策は
電動キックボードで商店街散策客の増を P.14 大森　勝夫　議員

コロナ禍における町民支援策は
高齢者の認知症対策について
ふるさと納税の現状と今後の展望は

P.15 川井　正人　議員

町の人口減少問題は P.16 鈴木　陸郎　議員
まちづくりにＳＤＧｓ導入を
水郡線利用促進に協力するため景観整備を P.17 菊池　靖一　議員

成人のつどいの今後の方向性は
利用者目線の行政サービスを
コロナワクチン接種に向けて十分な準備を

P.18 福田　祥江　議員

ごみ集積所補助金制度の見直しを
ハイキングコースの整備状況は P.19 須藤　　明　議員

新庁舎の内装に特産品の使用を
地域産材八溝材のブランド化を図る P.20 中郡　一彦　議員

新庁舎の建設費抑制の考えを伺う
久慈川緊急治水対策プロジェクトについて
大子まちなかビジョン推進協議会について

P.21 金澤　眞人　議員

更なる、ＡＩタクシーの推進を
高齢者等の利便性に向けた運行の拡充を
迷いなくスムーズな避難が行えるためにも

P.22 飯村　　剛　議員

幸せのまちづくりのための施策は
観光事業の推進策と支援は P.23 菊池　富也　議員

一般質問目次



一般質問の内容は、質問者自ら要約執筆し、掲載しています。

【
藤
田
】
町
の
出
生
数
の
推
移

並
び
に
児
童
生
徒
数
と
令
和
２

年
度
の
地
区
別
の
出
生
数
は
。

さ
ら
に
、
小
・
中
学
校
の
児
童

生
徒
数
と
複
式
学
級
の
発
生
状

況
を
伺
う
。

【
町
民
課
長
】
平
成
27
年
度
よ

り
30
年
度
ま
で
、
77
名
、
57
名
、

73
名
、
70
名
。
令
和
元
年
度
51

名
、
２
年
度
２
月
末
で
37
名
、

３
月
ま
で
に
５
名
の
母
子
手
帳

交
付
が
さ
れ
て
い
る
。
地
区
別

で
は
、
大
子
６
名
、
依
上
７
名
、

佐
原
０
名
、
黒
沢
１
名
、
宮
川

７
名
、
生
瀬
２
名
、
袋
田
・
池

田
15
名
、
上
小
川
３
名
、
下
小

川
１
名
で
あ
る
。
令
和
２
年
５

月
１
日
現
在
、
小
学
校
６
校
で

５
３
７
名
、
中
学
校
４
校
で
３

１
０
名
。
複
式
学
級
は
、
佐
原

小
、
生
瀬
小
は
継
続
し
て
、
上

小
川
小
は
令
和
３
年
度
以
降
、

依
上
小
は
、令
和
７
年
度
以
降
、

生
瀬
中
は
、
令
和
10
年
度
以
降

発
生
す
る
見
込
み
。

【
藤
田
】
将
来
を
見
据
え
た
大

子
町
立
小
・
中
学
校
の
適
正
配

置
の
検
討
に
つ
い
て
伺
う
。

【
教
育
長
】
地
域
住
民
や
保
護

者
の
十
分
な
理
解
と
協
力
を
得

て
、
地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校

づ
く
り
の
視
点
を
踏
ま
え
た
丁

寧
な
議
論
を
行
う
こ
と
が
大
切

と
考
え
る
。

【
藤
田
】
町
の
教
育
環
境
は
。

【
教
育
委
員
会
事
務
局
長
】
国

の
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に

基
づ
き
一
人
一
台
の
端
末
の
整

備
が
進
ん
で
い
る
。
次
年
度
は

Ａ
Ｉ
、
人
工
知
能
型
教
材
に
よ

り
、
児
童
・
生
徒
一
人
一
人
の

習
熟
度
に
合
わ
せ
て
、
Ａ
Ｉ
が

最
適
な
問
題
を
出
題
す
る
授
業

が
進
め
ら
れ
る
。

【
藤
田
】
若
い
世
代
の
定
住
促

進
策
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

【
町
長
】
継
続
事
業
を
進
め
、

新
規
で
、
子
育
て
短
期
支
援
事

業
を
拡
充
と
し
て
、
建
売
住
宅

も
助
成
金
の
交
付
対
象
と
す
る

事
業
を
予
定
し
て
い
る
。

染
症
の
影
響
で
失
業
、
休
業
等

生
活
資
金
で
悩
ん
で
い
る
方
へ

の
支
援
策
を
伺
う
。

【
福
祉
課
長
】
緊
急
小
口
資
金

は
、
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
影
響
を

受
け
て
学
校
等
の
休
業
、
個
人

事
業
主
等
特
例
の
場
合
は
20
万

円
以
内
、
そ
の
他
は
10
万
円
と

な
る
。
据
え
置
き
期
間
は
１
年

以
内
、
償
還
期
限
は
２
年
以
内

で
無
利
子
と
な
る
。
総
合
支
援

資
金
は
、
同
様
に
貸
付
上
限
が

２
人
以
上
の
世
帯
で
月
20
万

円
、
単
身
世
帯
の
場
合
は
月
15

万
円
、
ど
ち
ら
も
３
月
貸
付
で

き
、
据
え
置
き
期
間
は
１
年
以

内
で
、償
還
期
限
は
10
年
以
内
、

無
利
子
と
な
る
。
申
請
窓
口
は

町
の
社
会
福
祉
協
議
会
が
受
け

付
け
て
い
る
。

【
藤
田
】
県
独
自
の
緊
急
事
態

宣
言
の
中
で
、
支
援
の
対
象
と

な
ら
な
い
事
業
者
等
へ
町
独
自

の
支
援
策
は
考
え
ら
れ
る
か
。

【
観
光
商
工
課
長
】
県
の
状
況

を
把
握
し
た
上
で
、
支
援
の
対

象
に
な
ら
な
か
っ
た
方
の
立
場

に
立
ち
考
え
て
参
り
た
い
。

【
藤
田
】
複
合
災
害
に
備
え
た

感
染
症
対
策
、資
機
材
の
確
保
、

避
難
所
の
開
設
や
運
営
等
の
状

況
を
伺
う
。

【
総
務
課
長
】
感
染
症
対
策
用

品
、
備
品
等
の
購
入
を
進
め
て

い
る
。「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
等
感
染
症
対
策
に
お
け
る
避

難
所
運
営
に
関
す
る
指
針
」
を

策
定
し
、
避
難
所
運
営
体
制
等

の
強
化
を
図
っ
て
い
る
。

【
藤
田
】
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
の

影
響
を
受
け
て
い
る
地
域
経
済

や
住
民
生
活
を
支
援
し
、
地
域

創
生
を
図
る
た
め
に
国
か
ら
支

給
さ
れ
る
地
方
創
生
臨
時
交
付

金
総
額
は
。
感
染
拡
大
の
影
響

で
中
止
や
延
期
に
な
っ
た
事
業

の
財
源
の
使
途
を
伺
う
。

【
財
政
課
長
】
総
額
で
５
億
１

０
３
９
万
２
千
円
と
な
っ
て
い

る
。
事
業
の
財
源
は
４
７
０
３

万
円
の
減
額
補
正
を
行
い
財
政

調
整
基
金
に
積
み
立
て
る
。

【
藤
田
】
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
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一般質問

将
来
を
見
据
え
た
学
校
適
正
配
置
は

行
政
は
一
方
的
に
進
め
な
い

藤田　稔 議員

答 問

児童生徒１人１人の習熟度にあわせた授業

支
援
対
象
外
の

方
々
へ
町
独
自
の

支
援
策
を



一般質問の内容は、質問者自ら要約執筆し、掲載しています。

【
野
内
】
認
知
症
を
患
っ
て
い

る
人
は
、
軽
度
認
知
症
（
Ｍ
Ｃ

Ｉ
）
と
診
断
さ
れ
た
人
も
含
め

る
と
、
全
体
で
約
８
２
０
万
人

強
の
人
が
い
る
と
厚
労
省
か
ら

報
告
が
あ
り
、
今
か
ら
４
年
後

の
２
０
２
５
年
に
は
現
時
点

よ
り
１
．５
倍
の
１
２
０
０
万

人
、
10
人
に
１
人
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を

改
善
す
る
た
め
大
子
町
も
物
忘

れ
（
認
知
症
）
相
談
、
Ｄ
カ
フ

ェ
（
認
知
症
カ
フ
ェ
）
の
開
催
、

大
子
町
認
知
症
ガ
イ
ド
（
認
知

症
ケ
ア
パ
ス
）
の
発
行
、
認
知

症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
養
成
、
認
知

症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
配
置

等
を
実
施
し
て
い
る
が
、
神
戸

市
で
は
平
成
31
年
１
月
か
ら

「
認
知
症
診
断
助
成
制
度
」
と

い
う
新
し
い
制
度
が
開
始
さ
れ

た
。
こ
れ
は
住
民
の
申
し
込
み

に
よ
り
認
知
症
の
検
査
を
、
診

療
所
や
病
院
で
実
施
す
る
も
の

で
、
認
知
症
が
「
あ
る
」
か

「
な
い
」
か
を
判
断
し
、「
あ
る
」

と
判
断
さ
れ
た
人
は
専
門
医
療

機
関
で
病
名
の
診
断
を
行
う
と

い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
の
費

用
は
行
政
で
負
担
す
る
。
認
知

症
は
完
全
に
治
る
病
気
で
は
な

い
が
、
早
期
に
治
療
が
開
始
さ

れ
れ
ば
認
知
症
の
進
行
に
改
善

が
み
ら
れ
る
と
の
こ
と
で
あ
っ

た
。
町
は
こ
の
事
業
を
ど
の
よ

う
に
考
え
る
か
。

【
町
長
】
神
戸
モ
デ
ル
に
お
い

て
は
、
担
当
者
と
一
緒
に
調
べ

た
。
制
度
そ
の
も
の
は
、
本
当

に
す
ば
ら
し
い
制
度
で
あ
る
と

思
う
。
未
然
に
い
ろ
い
ろ
な
こ

と
を
診
断
し
て
、
そ
し
て
自
覚

し
て
も
ら
っ
た
上
で
、
そ
の
病

気
そ
の
も
の
が
悪
く
な
っ
て
い

か
な
い
よ
う
に
対
処
し
て
い
く

と
い
う
こ
と
で
、
制
度
そ
の
も

の
は
よ
い
と
い
う
ふ
う
に
感
じ

て
い
る
。

【
野
内
】
こ
の
制
度
で
認
知
症

と
診
断
を
さ
れ
た
方
は
、
徘
徊

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
発
生
す
る

自
己
責
任
で
の
事
故
に
対
す
る

賠
償
保
険
に
、
費
用
は
行
政
負

担
で
加
入
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
こ
の
様
な
制
度
の
導
入
は

可
能
か
。

【
町
長
】
費
用
負
担
に
つ
い
て

は
、
問
題
が
あ
る
。
正
確
に
は

覚
え
て
い
な
い
が
、
神
戸
市
の

一
人
一
人
の
方
が
若
干
の
税
金

を
支
払
い
、
そ
の
財
源
の
中
で

認
知
症
の
確
定
を
行
っ
て
い
る

と
い
う
こ
と
だ
と
思
う
。
町
民

全
体
の
理
解
を
い
た
だ
い
た
上

で
、
進
め
な
け
れ
ば
い
け
な
い

の
も
事
実
で
あ
る
と
思
う
。

【
野
内
】
神
戸
市
の
場
合
は
、

市
民
税
に
超
過
課
税
を
導
入
し

て
実
施
し
て
い
る
。
大
子
町
の

よ
う
な
小
さ
な
自
治
体
の
場
合

は
、大
変
難
し
い
と
は
思
う
が
、

認
知
症
と
い
う
も
の
を
町
民
全

体
で
対
処
す
る
姿
勢
は
、
未
来

に
向
け
た
取
り
組
み
で
あ
ろ
う

と
考
え
る
。
ぜ
ひ
と
も
、
大
子

町
で
の
実
施
を
願
う
。
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認
知
症
診
断
の
助
成
制
度
導
入
を

費
用
負
担
に
町
民
全
体
の
理
解
必
要

野内健一 議員

令和３年度の「認知症カフェ」は、【まいん】で実施。

答 問

一般質問



一般質問の内容は、質問者自ら要約執筆し、掲載しています。

【
大
森
】
コ
ロ
ナ
感
染
が
収
束

し
た
後
の
活
性
化
策
が
必
要
と

考
え
る
。
新
年
度
事
業
の
「
地

域
資
源
を
生
か
し
た
関
係
交
流

人
口
の
創
出
」
が
該
当
す
る
と

思
わ
れ
る
の
で
説
明
を
願
う
。

【
ま
ち
づ
く
り
課
長
】
佐
原
地

区
の
古
民
家
を
拠
点
に
、
既
存

の
観
光
施
設
や
森
林
セ
ラ
ピ

ー
、
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
な
ど
の

題
材
か
ら
、
食
と
体
験
メ
ニ
ュ

ー
を
開
発
し
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど

を
実
施
す
る
。
農
林
業
と
観
光

と
い
う
地
域
資
源
を
結
び
付

け
、新
た
な
価
値
を
創
出
す
る
。

そ
の
付
加
価
値
に
よ
り
、
二
地

域
居
住
に
関
心
の
あ
る
企
業
や

若
者
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
関
係
・

交
流
人
口
の
創
出
を
図
る
。
実

施
に
は
総
務
省
の
制
度
を
利
用

し
、
三
大
都
市
圏
に
所
在
す
る

民
間
企
業
の
社
員
を
三
年
間
受

け
入
れ
、
ノ
ウ
ハ
ウ
や
知
見
を

導
入
す
る
。

【
大
森
】
拠
点
と
な
る
古
民
家

は
、
事
務
所
的
な
活
用
だ
け
な

の
か
。

【
ま
ち
づ
く
り
課
長
】 

ま
ず
は
、

カ
フ
ェ
と
し
て
交
流
拠
点
に
整

備
す
る
。
敷
地
や
建
物
に
余
裕

が
あ
る
の
で
、
の
ち
に
ワ
ー
ケ

ー
シ
ョ
ン
の
宿
泊
施
設
に
活
用

で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

【
大
森
】
県
内
で
も
サ
イ
ク
リ

ン
グ
の
盛
り
上
が
り
を
感
じ

る
。
こ
の
事
業
で
サ
イ
ク
リ
ン

グ
に
関
す
る
内
容
は
。

【
町
長
】
集
客
に
つ
な
が
る
企

画
や
施
設
整
備
を
す
る
。
サ
イ

ク
リ
ン
グ
ア
プ
リ
を
導
入
し
、

コ
ー
ス
の
確
認
や
、
お
す
す
め

ス
ポ
ッ
ト
へ
の
案
内
、
完
走
後

の
特
典
付
与
な
ど
期
間
型
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
企
画
し
て
い
る
。

町
内
周
遊
コ
ー
ス
を
、
観
光
、

食
、
歴
史
、
キ
ャ
ン
プ
場
宿
泊

な
ど
テ
ー
マ
を
盛
り
込
ん
で
企

画
す
る
。
町
内
の
飲
食
店
や
事

業
所
に
、
ラ
ッ
ク
や
空
気
入
れ

の
設
置
な
ど
、
受
け
入
れ
環
境

の
協
力
を
お
願
い
す
る
。

【
大
森
】
既
存
施
設
の
山
岡
草

和
紙
人
形
美
術
館
は
、
集
客

の
潜
在
力
が
高
い
と
思
わ
れ

る
。
昨
年
、
和
紙
で
関
係
の
深

い
美
濃
市
に
て
、
山
岡
草
の
和

紙
人
形
展
を
開
催
し
盛
況
だ
っ

た
と
聞
く
。
美
術
品
は
、
現
品

の
鑑
賞
が
最
大
の
広
報
効
果
を

生
む
。
そ
れ
は
リ
ピ
ー
ト
や
口

コ
ミ
が
期
待
で
き
る
か
ら
で
あ

る
。
知
名
度
向
上
と
広
報
を
兼

ね
て
、
茨
城
県
内
に
て
和
紙
人

な
い
と
当
初
聞
い
て
い
る
。
ま

た
、
美
濃
市
で
の
展
覧
会
は
、

先
方
で
の
展
示
や
管
理
の
全
面

協
力
の
お
か
げ
で
実
施
で
き

た
。
通
常
の
展
覧
会
で
は
人
員

や
費
用
負
担
な
ど
課
題
が
発
生

す
る
。

形
の
展
覧
会
を
企
画
し
、
大
子

町
に
所
縁
の
な
い
人
た
ち
に
も

認
知
を
広
げ
、
新
た
な
交
流
人

口
層
を
開
拓
し
て
は
ど
う
か
。

【
教
育
委
員
会
事
務
局
長
】
寄

附
者
で
あ
る
家
族
の
意
向
は
、

商
業
目
的
の
活
用
は
望
ん
で
い

【
大
森
】
電
動
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド

を
活
性
化
策
と
し
て
検
討
す
る

自
治
体
が
増
え
て
い
る
。
電
動

キ
ッ
ク
ボ
ー
ド
は
短
距
離
を
気

軽
に
移
動
で
き
、
若
者
の
注
目

も
集
め
や
す
い
。
公

道
走
行
の
場
合
は
、

原
付
一
種
に
属
し
、

運
転
免
許
証
や
ヘ
ル

メ
ッ
ト
着
用
が
必
須

と
な
る
。
水
郡
線
の

完
全
復
旧
で
駅
利
用

者
の
増
加
が
見
込
ま

れ
る
な
か
、
商
店
街

散
策
の
足
と
し
て
、

電
動
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド

の
レ
ン
タ
ル
導
入
を

検
討
し
て
は
ど
う

か
。

【
観
光
商
工
課
長
】
実
際
の
運

用
に
お
い
て
、
安
全
性
な
ど
の

実
証
実
験
が
各
地
で
行
わ
れ
て

い
る
。
そ
れ
ら
の
情
報
を
収
集

し
て
有
効
性
を
検
討
す
る
。
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感
染
収
束
後
の
活
性
化
策
は

地
域
資
源
を
活
か
し
た
交
流
の
向
上

大森勝夫 議員

答 問

一般質問

電動キックボードは市街地の移動に便利

電
動
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド
で
商
店
街
散
策
客

の
増
を



一般質問の内容は、質問者自ら要約執筆し、掲載しています。

【
川
井
】
長
期
に
及
ぶ
自
粛
や

緊
急
事
態
宣
言
で
経
済
が
疲
弊

し
町
民
一
人
一
人
各
家
庭
の
収

入
が
減
少
し
影
響
が
長
期
化
し

て
い
る
。経
済
支
援
に
着
目
し
、

町
内
だ
け
で
使
用
可
能
な
町
民

応
援
チ
ケ
ッ
ト
な
ど
を
町
民
に

給
付
す
る
考
え
は
。

【
町
長
】
コ
ロ
ナ
禍
で
の
有
効

な
手
段
の
一
つ
で
あ
る
と
認
識

は
し
て
い
る

【
川
井
】
コ
ロ
ナ
禍
で
オ
ン
ラ

イ
ン
販
売
が
注
目
さ
れ
て
い
る

が
、
町
の
オ
ン
ラ
イ
ン
販
売
の

取
組
に
つ
い
て
現
状
と
成
果

が
現
状
で
あ
る
。
購
入
補
助
制

度
の
導
入
を
要
望
す
る
が
町
の

考
え
は
。

【
町
長
】
現
状
で
は
財
源
含
め

非
常
に
難
し
い
。
大
変
な
深
刻

な
問
題
と
の
認
識
は
し
て
い

る
。

は
。

【
観
光
商
工
課
長
】
プ
ラ
ス
㈱

の
法
人
向
け
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

販
売
サ
イ
ト
で
特
産
品
販
売
を

開
始
し
た
。
ま
た
、
特
産
品
流

通
公
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
に
通

信
販
売
サ
イ
ト
の
立
ち
上
げ
を

行
っ
て
い
る
。
販
売
実
績
は
、

ス
マ
ー
ト
オ
フ
ィ
ス
サ
イ
ト
で

は
り
ん
ご
ジ
ュ
ー
ス
を
中
心
に

23
件
、
茨
城
県
お
取
り
寄
せ
サ

イ
ト
で
は
奥
久
慈
茶
を
中
心
に

18
件
、
新
聞
広
告
に
つ
い
て
は

15
件
の
販
売
実
績
が
あ
る
。

【
川
井
】
コ
ロ
ナ
感
染
に
お
い

て
濃
厚
接
触
者
に
な
っ
た
場
合

は
保
健
所
か
ら
通
知
が
さ
れ
る

と
思
う
が
、
濃
厚
接
触
者
と
さ

れ
な
か
っ
た
場
合
は
保
健
所
か

ら
何
ら
か
の
指
示
、
通
知
は
あ

る
の
か
。
ま
た
、
町
と
し
て
そ

う
い
う
方
に
対
し
て
の
対
応

は
。

【
健
康
増
進
課
長
】
濃
厚
接
触

者
に
該
当
す
る
、
該
当
し
な
い

の
判
断
は
保
健
所
が
感
染
者
本

人
に
行
動
歴
、
他
者
と
の
接
触

状
況
、
マ
ス
ク
着
用
の
有
無
な

ど
を
聞
き
取
り
判
断
す
る
。
濃

厚
接
触
者
に
該
当
し
な
い
場
合

は
保
健
所
か
ら
の
連
絡
、
指
示

は
無
い
。
当
町
に
感
染
者
が
出

た
と
県
か
ら
発
表
さ
れ
た
場

合
、
不
安
や
心
配
に
な
る
方
を

考
慮
し
て
平
日
の
ほ
か
に
発
生

直
後
の
土
日
に
お
い
て
も
電
話

に
よ
る
健
康
相
談
に
応
じ
て
い

る
。感
染
不
安
が
あ
る
方
に
は
、

状
況
を
聞
き
症
状
が
あ
れ
ば
か

か
り
つ
け
医
へ
の
受
診
や
保
健

所
へ
の
相
談
を
紹
介
す
る
な
ど

対
応
し
て
い
る
。

【
川
井
】
高
齢
者
の
認
知
症
発

症
の
大
き
な
リ
ス
ク
要
因
と
し

て
加
齢
性
難
聴
が
あ
げ
ら
れ
て

い
る
。
ま
た
、
難
聴
は
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
障
害
の
原
因
と

な
り
社
会
的
孤
立
や
鬱
を
引
き

起
こ
す
要
因
と
な
る
。
治
療
と

し
て
補
聴
器
が
必
要
と
な
る
が

高
額
な
た
め
購
入
が
難
し
い
の

【
川
井
】
ふ
る
さ
と
納
税
の
現

状
と
今
後
の
方
針
は
。

【
財
政
課
長
】
こ
こ
数
年
４
０

０
０
万
円
か
ら
５

０
０
０
万
円
前
後

を
推
移
。
新
た
に

「
企
業
版
ふ
る
さ
と

大
子
応
援
寄
附
金
」

を
開
始
す
る
。

【
川
井
】
令
和
元
年

度
茨
城
県
内
の
ふ

る
さ
と
納
税
受
入

額
の
順
位
は
、
１
位

境
町
（
30
億
６
６
０

０
万
円
）
２
位
日
立

市
（
29
億
７
２
０
０

万
円
）
で
あ
る
。
大

子
町
の
順
位
は
。

【
財
政
課
長
】
平
成

30
年
度
で
44
自
治

体
中
25
位
（
４
８
７

４
万
９
０
０
０
円
）、
令
和
元

年
度
で
25
位
（
７
０
８
４
万
４

０
０
０
０
円
）
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高
齢
者
の
認
知
症

対
策
に
つ
い
て

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
町
民
支
援
策
は

町
内
状
況
を
注
視
し
推
移
を
見
極
め
て
い
く

川井正人 議員

答 問

一般質問

大子町のふるさと納税返礼品の一例

ふ
る
さ
と
納
税
の
現
状
と
今
後
の
展
望
は



一般質問の内容は、質問者自ら要約執筆し、掲載しています。

か
。

【
町
長
】
サ
イ
ク
リ
ン
グ
や
ロ

ン
グ
ト
レ
イ
ル
（
県
北
振
興

局
）
な
ど
で
、
大
子
町
の
資
源

を
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
こ
と
に
な

っ
た
。

【
鈴
木
】
耕
作
放
棄
地
で
山
菜

の
栽
培
や
教
育
委
員
会
で
保
存

指
定
し
て
い
る
初
原
サ
ク
ラ
草

園
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

【
町
長
】
元
気
な
ま
ち
づ
く
り

チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業
が
あ
る
が
、

頑
張
る
民
間
を
行
政
が
支
援
し

て
い
る
。

【
鈴
木
】
２
０
４
０
年
の
児
童

生
徒
数
は
何
人
と
推
計
し
て
い

る
か
。

【
教
育
委
員
会
事
務
局
長
】
平

成
30
年
度
の
資
料
で
は
、
５
才

【
鈴
木
】 

町
の
人
口
に
つ
い
て
、

日
本
創
生
会
議
は
２
０
４
０
年

の
人
口
を
９
５
０
３
人
と
推
計

し
て
い
る
が
、
町
長
の
見
解
を

伺
う
。

【
町
長
】
町
の
良
い
と
こ
ろ
を

Ｐ
Ｒ
し
、
経
済
の
回
復
や
教
育

の
向
上
な
ど
の
複
合
策
に
よ
っ

て
持
続
化
を
図
る
。

【
鈴
木
】
八
溝
山
周
辺
地
域
定

住
自
立
圏
連
携
事
業
の
政
策
効

果
は
何
か
。

【
ま
ち
づ
く
り
課
長
】
令
和
元

年
の
台
風
に
よ
っ
て
衛
生
セ
ン

タ
ー
が
被
災
し
、
圏
域
内
事
務

組
織
に
よ
る
し
尿
処
理
を
行
っ

て
い
る
。

【
鈴
木
】
地
域
お
こ
し
協
力
隊

の
事
業
導
入
に
よ
る
効
果
と
定

住
者
は
何
名
か
。

【
ま
ち
づ
く
り
課
長
】
漆
や
大

子
那
須
楮
の
生
産
技
術
の
伝
承

や
研
究
、
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ

ョ
ン
な
ど
７
名
が
定
住
し
、
定

着
率
は
44
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ

る
。

【
鈴
木
】
何
を
期
待
し
て
隊
員

募
集
を
し
て
い
る
の
か
。

【
ま
ち
づ
く
り
課
長
】
外
か
ら

目
線
に
よ
る
新
た
な
魅
力
情
報

発
信
に
よ
っ
て
、
関
係
人
口
や

交
流
人
口
の
創
出
に
期
待
し
て

い
る
。

【
鈴
木
】
コ
ロ
ナ
終
息
後
に
地

方
移
住
希
望
者
が
あ
る
と
期
待

さ
れ
る
が
、
受
入
体
制
の
検
討

は
あ
る
か
。

【
ま
ち
づ
く
り
課
長
】
移
住
、

交
流
専
門
員
の
配
置
な
ど
窓
口

か
ら
９
才
ま
で
が
２
０
２
人
、

10
才
か
ら
14
才

ま
で
が
２
５
０

人
と
な
っ
て
い

る
。

を
設
置
し
た
い
。

【
鈴
木
】
働
く
世
代
の
人
に
大

子
町
へ
移
住
し
も
ら
う
た
め

に
、
農
業
や
林
業
、
観
光
業
な

ど
、
ま
ち
づ
く
り
課
を
中
心
と

し
て
、
農
林
課
、
観
光
商
工
課

で
ひ
と
つ
の
チ
ー
ム
を
つ
く
る

な
ど
の
受
入
案
を
つ
く
る
考
え

は
あ
る
か
。

【
町
長
】
縦
割
り
で
は
解
決
し

な
い
横
の
連
携
を
図
り
、
連
絡

を
取
り
合
い
な
が
ら
発
信
で
き

る
よ
う
に
し
た
い
。

【
鈴
木
】
コ
ロ
ナ
終
息
後
の
観

光
事
業
は
ど
の
よ
う
な
戦
略
か
。

【
観
光
商
工
課
長
】
20
代
か
ら

40
代
の
女
性
旅
行
者
、
登
山
、

サ
イ
ク
リ
ン
グ
、
ト
レ
イ
ル
ラ

ン
ニ
ン
グ
等
の
旅
行
者
、
外
国

人
観
光
客
を
取
り
込
む
考
え
で

あ
る
。

【
鈴
木
】
滝
や
温
泉
に
依
存
す

る
観
光
か
ら
地
域
資
源
を
活
か

す
べ
く
検
討
実
施
し
て
は
ど
う
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町
の
人
口
減
少
問
題
は

町
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く

鈴木陸郎 議員

答 問

一般質問



一般質問の内容は、質問者自ら要約執筆し、掲載しています。

【
菊
池
】
２
０
１

５
年
に
国
際
サ
ミ

ッ
ト
で
採
択
さ
れ

た
「
誰
も
が
格
差

な
く
可
能
性
を
発

揮
で
き
る
安
全
で

安
心
な
家
庭
や
地

域
や
国
の
仕
組
み

を
つ
く
る
た
め
の

持
続
可
能
な
行
動

目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
）」
が
採
択
さ

れ
た
。

　

未
来
を
つ
く
る

道
具
、
地
方
創
生

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
し
て
、
自
治
体
や

企
業
な
ど
が
注
目
し
、
す
で
に

多
く
の
自
治
体
が
取
り
入
れ
て

い
る
。
大
子
町
も
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を

取
り
入
れ
て
は
ど
う
か
。

【
ま
ち
づ
く
り
課
長
】
町
の
第

２
期
総
合
戦
略
に
お
い
て
、
地

方
創
生
の
取
組
を
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

理
念
に
沿
っ
て
進
め
る
た
め
、

関
連
す
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
開
発
目
標

を
施
策
ご
と
に
表
記
し
て
、
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
を
原
動
力
と
し
た
地
方

創
生
の
推
進
を
図
る
も
の
と
な

る
予
定
で
あ
る
。

【
菊
池
】
水
郡
線
は
、
大
子
町

に
と
っ
て
水
害
か
ら
の
復
興
の

象
徴
と
も
い
え
る
存
在
な
の

で
、
利
用
促
進
に
は
、
町
も
積

極
的
に
協
力
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
考
え
る
。
町
を
縦
断
す

る
久
慈
川
と
久
慈
川
に
沿
っ
て

走
る
水
郡
線
は
町
の
活
性
化
に

欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
る
。
し

か
し
、
近
年
は
竹
や
木
々
が
成

長
し
、
車
窓
か
ら
の
眺
め
を
遮

っ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
、
遮

る
も
の
を
伐
採
し
た
り
花
木
を

に
も
協
力
を
い
た
だ
き
行
政
と

し
て
も
頑
張
っ
て
努
力
は
し
て

い
き
た
い
。
た
だ
、
行
政
と
し

て
は
、
花
だ
け
と
い
う
こ
と
で

は
な
く
、
全
て
の
年
代
の
方
が

全
て
充
足
で
き
る
よ
う
事
業
に

優
先
順
位
を
つ
け
て
や
る
べ
き

も
の
と
考
え
て
い
る
。

植
え
た
り
、「
奥
久
慈
清
流
ラ

イ
ン
」
に
ふ
さ
わ
し
い
景
観
に

す
る
た
め
の
事
業
を
考
え
ら
れ

な
い
か
。

【
建
設
課
長
】
久
慈
川
は
、
現

在
令
和
６
年
度
ま
で
の
期
限

で
、
緊
急
治
水
対
策
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
実
施
さ
れ
、
堤
防
の
整

備
、
河
道
掘
削
、
支
障
木
の
伐

採
と
い
っ
た
事

業
が
進
め
ら
れ

る
予
定
と
な
っ

て
い
る
。
景
観

へ
の
配
慮
が
必

要
な
事
案
が
発

生
し
て
き
た
際

に
は
、
国
土
交

通
省
へ
町
か
ら

も
積
極
的
に
働

き
か
け
を
し
て

い
く
。

【
町
長
】
美
化

に
関
し
て
は
大

切
な
問
題
だ
と

思
っ
て
い
る
の

で
、
町
内
の
美

化
活
動
に
関
し

て
も
啓
発
活
動

を
積
極
的
に
行

い
、
民
間
の
方
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水
郡
線
利
用
促
進

に
協
力
す
る
た
め

景
観
整
備
を

ま
ち
づ
く
り
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
導
入
を

地
方
創
生
の
取
組
を
理
念
に
沿
っ
て
進
め
る

菊池靖一 議員

答 問

一般質問

SDGs（エスディジーズ）17 の目標

復興の象徴　全線開通した水郡線



一般質問の内容は、質問者自ら要約執筆し、掲載しています。

※
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
と
は
、
利

用
者
の
要
望
を
聞
き
、
代
行

や
案
内
、
援
助
を
し
た
り
す

る
人
の
こ
と

【
福
田
】
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
収
束
の
第
一
歩
と

し
て
期
待
さ
れ
る
ワ
ク
チ
ン
接

種
で
あ
る
が
、
副
反
応
の
情
報

を
ど
の
よ
う
に
伝
え
る
の
か
。

【
健
康
増
進
課
長
】
副
反
応
の

情
報
を
正
確
に
伝
え
る
と
共
に

２
回
接
種
す
る
こ
と
で
重
症
化

を
防
ぐ
こ
と
や
発
症
を
防
ぐ
効

【
福
田
】
現
在
延
期
と
な
っ
て

い
る
成
人
の
つ
ど
い
の
予
定
、

そ
の
際
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
費
用
の

再
助
成
に
つ
い
て
方
向
性
を
伺

う
。

【
教
育
委
員
会
事
務
局
長
】
開

催
に
お
い
て
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
状
況
等
を
考

慮
し
決
定
し
て
い
く
が
、
現
時

点
で
は
未
定
で
あ
る
。
検
査
費

用
の
助
成
は
感
染
状
況
、
ワ
ク

チ
ン
接
種
の
進
ち
ょ
く
状
況
な

ど
を
勘
案
し
て
判
断
す
る
。

【
福
田
】
難
し
い
判
断
だ
と
は

思
う
が
対
象
者
は
様
々
な
準
備

が
あ
る
の
で
実
施
の
際
に
は
早

め
に
連
絡
が
必
要
と
考
え
る
。

ま
た
、
感
染
に
不
安
が
あ
る
状

況
の
時
は
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
費
用
の

再
助
成
を
希
望
す
る
。

【
町
長
】
感
染
リ
ス
ク
の
低
い

時
期
に
早
い
段
階
で
案
内
を
し

て
開
催
し
た
い
。
ワ
ク
チ
ン
の

接
種
状
況
に
よ
っ
て
は
感
染
の

リ
ス
ク
が
減
ら
な
い
可
能
性
が

あ
る
の
で
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
費
用

の
再
助
成
も
視
野
に
入
れ
て
い

く
。

【
福
田
】
新
庁
舎
移
転
に
伴
い

各
課
の
配
置
が
変
わ
る
。
来
庁

者
の
利
便
性
向
上
の
た
め
、
※

コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
や
総
合
窓
口

の
設
置
に
対
す
る
考
え
を
伺

う
。

【
総
務
課
長
】
行
政
改
革
懇
談

果
が
95
％
と
高
い
事
も
伝
え
、

リ
ス
ク
と
共
に
受
け
る
こ
と
の

メ
リ
ッ
ト
も
考
え
て
も
ら
え
る

よ
う
努
め
る
。

【
福
田
】
ワ
ク
チ
ン
専
用
冷
凍

庫
の
停
電
対
策
は
。

【
総
務
課
長
】
無
停
電
電
源
装

置
の
貸
し
出
し
と
茨
城
県
建
築

業
協
会
大
子
支
部
へ
の
協
力
要

請
に
つ
い
て
協
議
を
す
す
め
て

い
る
。

【
福
田
】
障
害
者
、
高
齢
者
、

交
通
弱
者
へ
の
支
援
に
つ
い
て

伺
う
。

【
総
務
課
長
】
み
ど
り
号
の
増

便
、
車
椅
子
の
方
に
は
全
額
助

成
の
タ
ク
シ
ー
利
用
助
成
券
の

発
行
を
考
え
て
い
る
。

会
か
ら
も
意
見
が
あ
っ
た
。
ど

の
よ
う
な
形
に
な
る
か
分
か
ら

な
い
が
設
置
を
し
て
、
来
庁
者

の
案
内
を
一
元
的
か
つ
包
括
的

に
行
っ
て
い
き
た
い
。

【
福
田
】
内
閣
官
房
Ｉ
Ｔ
総
合

戦
略
室
に
お
い
て
、
死
亡
・
相

続
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
の

施
策
を
掲
げ
て
い
る
。
住
民
の

死
亡
に
伴
う
手
続
き
を
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
で
行
う
お
悔
や
み
窓
口

の
設
置
に
つ
い
て
は
検
討
し
て

い
る
か
。

【
総
務
課
長
】
シ
ス
テ
ム
改
修

な
ど
の
課
題
が
あ
る
。
現
時
点

で
は
職
員
の
育
成
、
マ
ニ
ュ
ア

ル
の
整
備
を
進
め
、
各
担
当
課

へ
案
内
す
る
方
式
で
の
円
滑
化

を
推
進
し
て
い
く
。

【
福
田
】利
用
者
目
線
で
の
様
々

な
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
が
こ

の
町
の
価
値
を
高
め
る
も
の
と

考
え
る
。
今
後
も
色
々
な
検
討

を
希
望
す
る
。
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利
用
者
目
線
の
行

政
サ
ー
ビ
ス
を

成
人
の
つ
ど
い
の
今
後
の
方
向
性
は

感
染
の
状
況
等
を
考
慮
し
て
決
定
す
る

福田祥江 議員

答 問

一般質問

コロナワクチン保管用の冷凍庫～万全の体制を～

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

接
種
に
向
け
て
十

分
な
準
備
を



一般質問の内容は、質問者自ら要約執筆し、掲載しています。

【
須
藤
】
ご
み
の
総
排
出
量
を

人
口
で
割
っ
た
町
民
一
人
当
た

り
の
ご
み
の
排
出
量
は
増
加
傾

向
に
あ
る
。
こ
の
状
況
を
町
は

ど
う
捉
え
、
今
後
ど
の
よ
う
に

減
少
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い

く
の
か
。

【
生
活
環
境
課
長
】
ご
み
の
分

別
に
よ
り
可
燃
ご
み
の
減
量
化

を
図
る
と
と
も
に
、
生
ご
み
処

理
機
等
の
利
用
促
進
の
啓
発
や

容
器
包
装
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類

の
回
収
、
雑
紙
専
用
袋
の
導
入

に
よ
る
分
別
資
源
化
等
を
推
進

し
て
い
る
。
ま
た
、
地
域
に
出

向
き
ご
み
分
別
出
張
講
座
、
小

学
校
で
の
出
前
授
業
な
ど
、
ご

み
減
量
化
へ
の
啓
発
活
動
を
行

っ
て
き
た
。
引
き
続
き
可
燃
ご

み
の
減
量
化
及
び
資
源
化
率
の

向
上
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

【
須
藤
】
大
子
町
に
ご
み
集
積

所
設
置
補
助
金
交
付
要
綱
が
制

定
さ
れ
て
い
る
が
い
つ
制
定
さ

れ
た
も
の
か
。

【
生
活
環
境
課
長
】
平
成
元
年

４
月
１
日
に
大
子
町
ご
み
集
積

所
設
置
費
補
助
金
交
付
要
綱
が

制
定
さ
れ
て
い
る
。

【
須
藤
】
30
年
以
上
一
度
も
改

正
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と

は
、「
補
助
金
は
据
え
置
か
れ

変
わ
っ
て
い
な
い
」
と
い
う
事

で
あ
る
。
現
在
は
、
高
齢
者
や

空
き
家
の
増
加
に
よ
っ
て
十
分

な
ご
み
集
積
所
の
管
理
が
行
き

届
か
な
い
状
況
に
あ
る
。
現
行

の
補
助
金
制
度
の
見
直
し
が
必

要
で
あ
る
と
思
う
が
如
何
か
。

【
生
活
環
境
課
長
】
補
助
金
は

集
積
所
に
要
し
た
費
用
の
２
分

の
１
以
内
の
額
と
し
、
５
万
円

を
限
度
と
し
て
い
る
。
平
成
元

年
以
降
変
わ
っ
て
な
い
の
で
、

町
民
の
負
担
増
を
考
慮
す
る
と

見
直
し
の
検
討
を
す
る
必
要
が

あ
る
と
思
わ
れ
る
。

【
須
藤
】
町
民
負
担
の
軽
減
を

さ
ら
に
進
め
て
い
た
だ
き
た
い

が
、
町
長
の
所
見
は
。

【
町
長
】
負
担
を
軽
く
し
て
い

っ
た
ほ
う
が
良
い
の
で
は
な
い

か
と
今
判
断
し
て
い
る
。
課
長

の
答
弁
の
よ
う
に
見
直
し
を
し

て
、
後
で
報
告
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。

【
須
藤
】
大
子
町
に
は
急
峻
に

富
ん
だ
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
が

あ
り
、
多
く
の
ハ
イ
カ
ー
が
訪

で
人
数
の
把
握
を
図
る
。
そ
の

こ
と
が
観
光
計
画
や
ハ
イ
キ
ン

グ
コ
ー
ス
の
整
備
計
画
を
作
成

す
る
う
え
で
役
立
つ
も
の
と
思

う
が
如
何
か
。

【
観
光
商
工
課
長
】
調
査
の
手

段
や
コ
ス
ト
等
を
含
め
て
検
討

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

【
須
藤
】昨
年
10
月
末
に
男
体
山
、

湯
沢
峡
を
登
山
し
た
が
、
台
風

の
影
響
で
杉
の
倒
木
や
木
橋
は

朽
ち
て
穴
が
空
き
、
渡
る
の
が

危
険
な
箇
所
が
見
受
け
ら
れ
た
。

こ
の
状
況
を
ど
う
思
う
か
。

【
町
長
】
事
故
に
直
結
す
る
よ

う
な
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
私

の
ほ
う
も
整
備
に
関
し
て
し
っ

か
り
と
指
導
し
て
い
こ
う
と
思

っ
て
い
る
。

れ
て
い
る
。
ハ
イ
キ
ン
グ
人
気

を
把
握
す
る
た
め
に
も
ど
れ
く

ら
い
の
ハ
イ
カ
ー
が
訪
れ
て
い

る
の
か
、
ま
た
そ
の
調
査
方
法

を
聞
き
た
い
。

【
観
光
商
工
課
長
】
男
体
山
ハ

イ
カ
ー
を
対
象
に
ゴ
ー
ル
デ
ン

ウ
イ
ー
ク
内
４
日
間
、
11
月
の

紅
葉
時
期
に
平
日
１
日
、
休
日

１
日
合
計
２
日
間
、
調
査
業
務

を
委
託
し
、
山
頂
に
お
い
て
実

施
し
て
い
る
。

【
須
藤
】
１
年
間
を
通
し
て
の

入
込
み
客
数
は
把
握
し
て
い
る

の
か
。

【
観
光
商
工
課
長
】
１
年
間
を

通
し
て
の
入
込
み
客
数
の
把
握

は
し
て
い
な
い
。

【
須
藤
】
１
年
間
を
通
し
た
中
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ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー

ス
の
整
備
状
況
は

ご
み
集
積
所
補
助
金
制
度
の
見
直
し
を

見
直
し
の
検
討
を
す
る
必
要
が
あ
る

ハイキングコースの整備が急がれる木橋（湯沢峡）

須藤　明 議員

答 問

一般質問



一般質問の内容は、質問者自ら要約執筆し、掲載しています。

れ
る
の
か
、
考
え
を
伺
う
。

【
総
務
課
長
】
植
栽
に
つ
い
て

は
将
来
的
な
維
持
管
理
を
考
え

る
と
、
植
栽
本
数
や
面
積
を
で

き
る
だ
け
抑
え
た
計
画
で
考
え

た
い
。

【
中
郡
】
町
で
制
定
さ
れ
て
い

る
町
木
の「
ぶ
な
」、町
花
の「
茶

の
花
」
の
植
栽
は
考
え
て
い
る

の
か
伺
い
た
い
。

【
総
務
課
長
】
選
定
に
つ
い
て

は
、
管
理
の
上
で
難
し
い
点
も

あ
る
の
で
、
慎
重
に
判
断
し
た

い
。

【
町
長
】
外
構
工
事
に
つ
い
て

は
期
間
が
ま
だ
１
年
あ
る
の

で
、具
体
的
な
提
案
が
あ
れ
ば
、

前
向
き
に
検
討
す
る
。

【
中
郡
】
地
場
産
材
で
あ
る
八

溝
材
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
つ
い
て

伺
う
。
本
町
の
新
庁
舎
建
設
を

契
機
と
し
て
木
造
建
築
の
見
直

し
が
図
ら
れ
、
国
土
交
通
省
や

茨
城
県
な
ど
か
ら
の
助
成
補
助

を
受
け
注
目
度
の
高
い
木
造
庁

【
中
郡
】
新
庁
舎
の
建
設
が
開

始
さ
れ
る
が
、
純
木
造
の
庁
舎

と
い
う
こ
と
で
八
溝
材
を
は
じ

め
地
元
産
材
を
活
用
し
た
、
森

林
の
町
に
ふ
さ
わ
し
い
造
り
に

な
る
と
思
う
。
ま
た
本
町
に
は

伝
統
的
な
特
産
品
と
し
て
、
良

質
な
大
子
漆
や
和
紙
の
原
料
と

な
る
大
子
那
須
楮
な
ど
が
あ

る
。
本
町
の
特
産
品
を
庁
舎
の

内
装
や
装
飾
一
部
に
使
用
し

て
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
見
て
触

れ
て
い
た
だ
き
特
産
品
を
ア
ピ

ー
ル
し
て
広
く
紹
介
し
て
は
ど

う
か
と
思
う
が
、
町
の
考
え
を

伺
う
。

【
総
務
課
長
】
特
産
品
の
活
用

に
つ
い
て
は
活
用
す
る
考
え
で

進
め
て
い
る
が
、
使
用
す
る
箇

所
や
範
囲
に
つ
い
て
は
維
持
管

理
な
ど
を
考
え
て
進
め
る
。
大

子
漆
の
使
用
に
つ
い
て
は
カ
ウ

ン
タ
ー
や
棚
の
装
飾
に
大
子
那

須
楮
で
作
っ
た
和
紙
を
家
具
や

舎
建
設
と
な
っ
た
。
地
場
産
材

で
あ
る
八
溝
材
の
ブ
ラ
ン
ド
化

を
ど
う
図
っ
て
い
く
の
か
、
考

え
を
伺
い
た
い
。

【
町
長
】
八
溝
材
ブ
ラ
ン
ド
化

に
関
し
て
は
、
も
う
一
度
し
っ

か
り
と
し
た
デ
ー
タ
を
取
っ

て
、
品
質
的
に
他
の
も
の
よ
り

良
い
と
い
う
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル

し
て
、
地
元
の
林
業
関
係
者
の

方
や
製
材
業
者
に
と
っ
て
も
メ

リ
ッ
ト
に
な
る
よ
う
、
地
域
材

の
Ｐ
Ｒ
し
、
無
垢
材
と
し
て
、

ま
た
、
重
ね
材
や
集
成
材
に
し

て
も
地
場
産
材
の
需
要
拡
大
を

図
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

建
具
の
一
部
に
使
用
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。

【
中
郡
】
来
庁
者
の
皆
様
が
直

に
見
れ
る
触
れ
ら
れ
る
と
い
う

事
は
実
感
が
湧
き
良
い
と
思

う
。
ま
た
特
産
品
を
展
示
す
る

コ
ー
ナ
ー
な
ど
も
設
置
で
き
れ

ば
良
い
と
思
う
が
そ
う
い
っ
た

考
え
は
あ
る
の
か
伺
う
。

【
総
務
課
長
】
入
っ
て
す
ぐ
の

多
目
的
ス
ペ
ー
ス
な
ど
に
そ
う

い
っ
た
コ
ー
ナ
ー
が
計
画
で
き

な
い
か
打
ち
合
わ
せ
を
し
て
い

る
。
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
し
た
い

と
考
え
て
る
。

【
中
郡
】
外
構
工
事
に
つ
い
て

の
説
明
で
は
、
高
齢
者
や
体
の

不
自
由
な
方
の
た
め
の
思
い
や

り
駐
車
場
を
は
じ
め
一
般
来
庁

者
用
駐
車
場
な
ど
約
３
０
０
台

の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
の
他
、
２
か

所
の
広
場
が
計
画
さ
れ
て
い
る

が
フ
ラ
ワ
ー
ス
ペ
ー
ス
や
ガ
ー

デ
ン
ス
ペ
ー
ス
は
今
後
計
画
さ
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新
庁
舎
の
内
装
に
特
産
品
の
使
用
を

美
濃
和
紙
や
大
子
漆
を
活
用
し
た
い

中郡一彦 議員

答 問

地
域
産
材
八
溝
材

の
ブ
ラ
ン
ド
化
を

図
る

一般質問

新庁舎外観イメージ（遠藤克彦建築研究所提供）

地元製材工場で製材された八溝材



一般質問の内容は、質問者自ら要約執筆し、掲載しています。

【
金
澤
】
新
庁
舎
の
本
体
、
付

帯
設
備
、
外
構
、
備
品
、
及
び

管
理
費
等
に
つ
い
て
伺
う
。

【
総
務
課
長
】
予
算
ベ
ー
ス
で

本
体
工
事
21
億
円
、
付
帯
設
備

１
億
４
６
０
０
万
円
、
外
構
２

億
３
０
０
０
万
円
、
備
品
２
億

円
、
工
事
管
理
他
５
０
０
０
万

円
で
概
算
27
億
２
６
０
０
万
円

だ
が
、
現
庁
舎
の
解
体
費
等
は

入
っ
て
い
な
い
。

【
金
澤
】
建
設
費
の
抑
制
は
全

て
の
議
員
と
多
く
の
町
民
の
一

致
し
た
意
見
だ
が
、
建
設
費
の

抑
制
に
対
し
、
町
の
考
え
あ
る

い
は
工
夫
や
方
策
を
聞
き
た
い
。

【
総
務
課
長
】
総
工
費
の
大
半

を
占
め
る
本
体
工
事
の
縮
減
に

努
め
、
か
つ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
性

耐
久
性
な
ど
将
来
を
見
据
え
た

コ
ス
ト
削
減
を
図
る
。
ま
た
、

国
や
県
の
支
援
策
を
最
大
限
利

用
し
町
の
財
政
負
担
を
極
力
縮

減
す
る
よ
う
努
め
る
。

【
金
澤
】
本
体
以
外
の
工
事
費

に
対
す
る
チ
ェ
ッ
ク
体
制
も
重

要
と
思
う
が
ど
う
か
。

【
総
務
課
長
】
総
務
課
内
で
の

担
当
監
督
員
の
チ
ェ
ッ
ク
と
専

門
的
に
は
監
理
契
約
を
結
ぶ
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
の
連
携
確
認

を
充
分
に
取
り
、
コ
ス
ト
及
び

品
質
な
ど
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
。

【
金
澤
】
久
慈
川
緊
急
治
水
対

策
工
事
が
開
始
さ
れ
た
が
、
大

子
町
管
内
の
事
業
規
模
と
工
事

個
所
に
つ
い
て
伺
う
。

【
建
設
課
長
】
令
和
６
年
度
ま

で
の
事
業
実
施
計
画
で
県
内
全

体
で
約
３
５
０
億
円
の
事
業
規

模
に
な
る
。
大
子
町
で
は
住
宅

浸
水
被
害
地
区
を
中
心
に
下
野

宮
地
区
か
ら
西
金
地
区
ま
で
10

か
所
の
整
備
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

【
金
澤
】
国
の
直
轄
事
業
に
な

る
と
思
う
が
、
地
元
業
者
の
直

接
参
入
は
可
能
な
の
か
。

【
建
設
課
長
】
権
限
代
行
制
度

で
国
土
交
通
省
関
東
地
方
整
備

局
の
久
慈
川
緊
急
治
水
対
策
河

川
事
務
所
が
担
当
し
て
お
り
関

東
地
方
整
備
局
の
入
札
参
加
資

格
を
有
す
る
業
者
な
ら
参
加
で

き
る
。

【
金
澤
】
大
子
観
光
簗
に
つ
い

て
は
久
慈
川
緊
急
治
水
対
策
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
進
ち
ょ
く
に
応

じ
て
計
画
す
る
と
の
こ
と
だ
っ

の
か
伺
う
。

【
ま
ち
づ
く
り
課
長
】
第
６
次

総
合
計
画
が
基
本
と
な
り
、
そ

の
下
に
大
子
ま
ち
な
か
ビ
ジ
ョ

ン
や
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
が
入
る
。

【
金
澤
】
久
慈
川
緊
急
治
水
対

策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
ま
ち
な
か

ビ
ジ
ョ
ン
な
ど
壮
大
な
計
画
が

進
行
中
で
あ
る
が
、
町
長
の
考

え
を
聞
き
た
い
。

【
町
長
】
計
画
が
き
ち
ん
と
実

行
で
き
る
よ
う
に
、
ま
た
、
ス

ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
対
応
す
る

よ
う
努
力
す
る
。

た
が
現
時
点
で
は
ど
う
か
。

【
町
長
】
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
ま

だ
確
定
し
て
い
な
い
の
で
、
全

容
を
理
解
し
た
上
で
検
討
す
る
。

【
金
澤
】
堤
防
な
ど
が
整
備
さ

れ
た
後
で
も
簗
の
整
備
は
可
能

な
の
か
伺
う
。

【
町
長
】
川
に
下
り
て
い
け
る

場
所
は
出
来
る
だ
け
利
用
を
継

続
で
き
る
よ
う
に
堤
防
補
強
を

要
望
し
て
お
り
、
全
容
が
見
え

た
時
点
で
着
手
を
検
討
す
る

【
金
澤
】
ま
ち
な
か
ビ
ジ
ョ
ン

推
進
協
議
会
の
事
業
の
進
ち
ょ

く
状
況
を
伺
う
。

【
ま
ち
づ
く
り
課
長
】
最
終
と

な
る
第
３
回
協
議
会
を
経
て
ビ

ジ
ョ
ン
を
策
定
し
て
、
町
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
周
知
し
て
い

く
。
国
や
県
が
所
管
す
る
事
業

も
あ
る
の
で
そ
れ
ぞ
れ
の
所
管

庁
へ
要
望
を
行
っ
て
い
く
。

【
金
澤
】
大
子
町
第
６
次
総
合

計
画
と
ま
ち
な
か
ビ
ジ
ョ
ン
は

ど
う
い
っ
た
位
置
関
係
に
な
る
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久
慈
川
緊
急
治
水

対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
つ
い
て

大
子
ま
ち
な
か
ビ

ジ
ョ
ン
推
進
協
議

会
に
つ
い
て

新
庁
舎
の
建
設
費
抑
制
の
考
え
を
伺
う

国・県
の
支
援
を
活
用
し
町
負
担
縮
減
を
図
る

緊急治水対策で堤防かさ上げ

金澤眞人 議員

答 問

一般質問



一般質問の内容は、質問者自ら要約執筆し、掲載しています。

【
ま
ち
づ
く
り
課
長
】
町
民
用

の
多
い
と
き
は
１
日
24
人
の
利

用
が
あ
る
。夜
間
用
で
は
町
民

用
を
上
回
っ
て
お
り
、需
要
が
あ

る
こ
と
を
実
感
し
て
い
る
。観
光

用
は
現
在
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
り
伸

び
悩
ん
で
い
る
が
、今
後
も
拡
充

と
事
業
の
周
知
に
努
め
て
い
く
。

【
飯
村
】
利
用
頻
度
が
上
向
き

に
進
ん
で
い
る
こ
と
だ
が
、
今

【
飯
村
】
現
在
は
至
る
所
で
異

常
気
象
が
発
生
し
、
ペ
ッ
ト
を

連
れ
た
避
難
は
災
害
の
た
び
に

課
題
と
な
っ
て
い
る
。
前
回
の

質
問
で
は
同
行
避
難
の
推
奨
を

お
願
い
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

そ
こ
で
先
日
の
報
道
に
よ
る
と
、

環
境
省
で
は
避
難
所
で
の
ペ
ッ

ト
の
受
け
入
れ
が
円
滑
に

進
む
よ
う
、
自
治
体
な
ど

に
態
勢
整
備
を
強
く
促
す

新
た
な
方
針
を
決
め
た
と

聞
い
た
。
方
針
に
つ
い
て

の
認
識
は
あ
る
の
か
。

【
総
務
課
長
】
本
年
の
２

月
21
日
の
新
聞
に
お
い
て
、

自
治
体
に
対
し
て
チ
ェッ
ク

リ
ス
ト
を
作
成
し
、
通
知
す
る

こ
と
を
決
め
た
と
聞
い
て
い
る
。

【
飯
村
】
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
発

表
さ
れ
た
ら
検
討
す
る
の
か
。

【
総
務
課
長
】
国
、
県
が
支
援

を
行
っ
た
場
合
、
内
容
を
精
査

し
た
上
で
、
検
討
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

【
飯
村
】
新
た
な
公
共
交
通
の

導
入
と
し
て
、
昨
年
10
月
か

ら
今
年
９
月
ま
で
の
一
年
間
、

A
I
タ
ク
シ
ー
の
実
証
実
験
を

行
っ
て
い
る
。
周
知
で
は
、
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、大
子
町
ア
プ
リ
、

Ｆ
Ｍ
だ
い
ご
、
Ｊ
Ｒ
の
駅
、
各

宿
泊
施
設
な
ど
と
思
う
が
、
今

後
の
利
用
者
数
等
の
目
標
は
。

【
ま
ち
づ
く
り
課
長
】
効
果
検

証
を
行
う
上
で
利
用
者
の
意
見

や
デ
ー
タ
収
集
が
重
要
。
連
携

先
の
茨
城
日
産
と
の
協
議
に
よ

り
、町
民
、夜
間
、観
光
用
各（
前

半
１
日
10
名
）、（
後
半
１
日
20

名
）
の
目
標
値
を
設
定
し
て
い

る
。

【
飯
村
】
A
I
タ
ク
シ
ー
は
、

あ
く
ま
で
も
公
共
交
通
の
更
な

る
利
便
性
を
考
え
て
の
こ
と
だ

が
、
自
宅
か
ら
バ
ス
停
ま
で
の

距
離
が
長
い
方
々
も
お
り
、
特

に
高
齢
者
な
ど
に
と
っ
て
は
大

変
で
あ
る
。
今
後
、
町
で
は
、

乗
降
場
所
を
増
設
す
る
と
聞
い

て
い
る
が
。

【
ま
ち
づ
く
り
課
長
】
現
在
は

町
内
２
８
７
か
所
設
置
。
増
設

で
は
、
利
用
者
か
ら
の
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
や
町
民
等
か
ら
の
要

望
等
を
参
考
に
し
、
バ
ラ
ン
ス

を
考
え
て
設
置
を
し
て
い
く
。

【
飯
村
】
町
民
等
か
ら
運
行
日

数
を
増
や
し
て
ほ
し
い
な
ど
の

後
の
考
え
方
、
ど
の
よ
う
な
形

を
描
い
て
い
る
の
か
。

【
ま
ち
づ
く
り
課
長
】
高
齢
者

等
の
外
出
支
援
や
移
動
利
便
性

の
向
上
に
よ
る
地
域
活
性
化
、

持
続
可
能
な
公
共
交
通
体
系
の

構
築
の
た
め
期
待
し
て
い
る
。

今
後
も
、
良
好
な
効
果
が
認
め

る
こ
と
が
で
き
れ
ば
本
格
運
行

に
向
け
て
提
案
し
て
い
く
。

声
も
多
く
聞
く
が
。

【
ま
ち
づ
く
り
課
長
】
現
在
、

町
内
を
南
北
エ
リ
ア
に
分
け
て

い
る
が
、
今
後
は
統
合
し
て
の

運
行
を
検
討
し
て
い
る
。

【
飯
村
】
今
ま
で
の
実
績
状
況

を
見
て
、
ど
の
よ
う
に
評
価
を

し
て
い
る
の
か
。
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更
な
る
A
I
タ
ク
シ
ー
の
推
進
を

本
格
運
行
に
向
け
て
提
案
し
て
い
く

飯村　剛 議員

答 問

高
齢
者
の
利
便
性

に
向
け
た
運
行
の

拡
充
を

迷
い
な
く
ス
ム
ー
ズ
な
避
難
が
行
え
る

た
め
に
も

一般質問

初めて町民タクシーをご利用の方は、まずお電話をしてみてくださ
い。現在の運行日（北部火曜日、南部水曜日）

先日の報道記事　早く整備することが
ペットツーリズムの進展になり得る



一般質問の内容は、質問者自ら要約執筆し、掲載しています。

【
菊
池
】
町
長
は
、
任
期
３
年

目
を
迎
え
て
、
幸
せ
の
ま
ち
づ

く
り
の
た
め
に
ど
の
よ
う
な
事

業
を
実
施
し
、
町
の
活
性
化
を

図
っ
て
い
く
の
か
伺
う
。
ま
ず

初
め
に
、
令
和
３
年
度
の
新
規

事
業
の
中
に
、
町
長
が
マ
ニ
フ

ェ
ス
ト
に
掲
げ
た
「
日
本
一
幸

せ
な
ま
ち
づ
く
り
」
の
施
策
が

見
当
た
ら
な
い
が
、
ど
の
よ
う

な
事
業
を
考
え
て
い
る
の
か
。

【
町
長
】
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
つ

い
て
は
、
４
年
間
の
ス
パ
ン
の

中
で
考
え
て
い
る
。
３
年
度
の

当
初
予
算
に
は
、
５
つ
の
項
目

を
重
点
施
策
と
し
て
示
し
て
い

る
。
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
、
Ｉ

Ｔ
を
活
用
し
た
教
育
の
充
実
、

森
林
環
境
譲
与
税
の
活
用
、
地

域
資
源
を
生
か
し
た
交
流
人
口

の
創
出
、
Ａ
Ｉ
タ
ク
シ
ー
実
証

実
験
等
に
取
り
組
む
。

【
菊
池
】
日
本
一
幸
せ
な
町
と

い
う
の
は
一
人
一
人
で
は
な

く
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で

一
体
と
な
っ
て
幸
せ
に
な
る
町

で
あ
る
と
思
う
。
町
民
全
体
の

こ
と
を
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。　

次
に
、
施
策
の
中
に
、
旧
上
岡

小
学
校
隣
接
地
を
ま
ち
カ
フ
ェ

交
流
拠
点
と
し
て
整
備
す
る
事

業
が
あ
る
が
、
目
的
、
組
織
等

を
伺
う
。

【
ま
ち
づ
く
り
課
長
】
寄
附
を

受
け
た
町
有
地
の
有
効
活
用
と

し
て
、
ま
た
、
観
光
誘
客
の
た

め
の
店
舗
、
ト
イ
レ
、
蔵
の
改

修
及
び
駐
車
場
の
整
備
を
予

定
。
運
営
主
体
に
つ
い
て
は
、

検
討
中
で
あ
る
。

【
菊
池
】
運
営
主
体
が
決
ま
っ

て
い
な
い
の
は
問
題
が
あ
る
。

学
校
の
管
理
団
体
や
地
域
住
民

へ
周
知
し
て
あ
る
の
か
。

【
ま
ち
づ
く
り
課
長
】
駐
車
場

整
備
に
つ
い
て
は
、
管
理
団
体

も
承
知
し
て
い
る
。
事
業
内
容

は
、
飲
物
や
特
産
品
の
販
売
、

ギ
ャ
ラ
リ
ー
な
ど
観
光
客
の
交

流
拠
点
に
考
え
て
い
る
。
運
営

は
、
町
協
力
隊
や
カ
フ
ェ
を
経

営
で
き
る
方
に
と
考
え
て
い

る
。

【
菊
池
】
同
じ
よ
う
な
事
業
名

で
、
旧
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
跡
地

（
大
子
駅
前
栄
町
）
を
交
流
拠

点
と
し
て
整
備
す
る
が
、
上
岡

と
ど
う
違
う
の
か
。
ま
た
、
地

域
住
民
へ
の
説
明
は
済
ん
だ
の

か
。

【
ま
ち
づ
く
り
課
長
】
上
岡
は
、

地
域
の
交
流
拠
点
と
し
て
、
一

方
は
中
心
市
街
地
の
整
備
を
目

い
る
。
実
験
を
延
期
し
て
も
よ

い
の
で
は
な
い
か
。
タ
ク
シ
ー

券
利
用
助
成
事
業
を
推
進
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

【
ま
ち
づ
く
り
課
長
】
Ａ
Ｉ
タ

ク
シ
ー
は
、
路
線
バ
ス
よ
り
も

目
的
地
ま
で
自
由
に
移
動
が
可

能
で
あ
る
。
実
験
は
進
め
る
。

既
存
事
業
と
新
た
な
移
動
手
段

の
確
保
に
よ
り
、
利
便
性
の
向

上
を
図
る
。

【
菊
池
】
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
の

観
光
事
業
の
推
進
策
と
支
援

は
。

【
観
光
商
工
課
長
】
Ｇ
Ｏ
Ｔ
Ｏ

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
等
の
再
開
、国
、

県
の
支
援
策
を
予
定
。
新
年
度

予
算
に
は
、
町
の
事
業
者
支
援

策
は
予
定
し
て
い
な
い
が
、
状

況
に
応
じ
て
補
正
予
算
等
を
も

っ
て
考
え
る
。

【
菊
池
】
外
国
人
観
光
客
に
対

す
る
案
内
は
。

【
観
光
商
工
課
長
】
指
差
し
確

認
シ
ー
ト
の
活
用
や
看
板
に
よ

る
案
内
を
進
め
て
い
き
た
い
。

的
と
し
て
い
る
。
な
お
、
地
域

住
民
へ
の
説
明
は
ま
だ
し
て
い

な
い
。

【
菊
池
】
次
に
Ａ
Ｉ
タ
ク
シ
ー

に
つ
い
て
。
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
は
、
複
数
の
方
の
乗
車
、

指
定
乗
降
場
所
の
み
の
利
用
、

最
短
ル
ー
ト
で
の
利
用
は
で
き

な
い
場
合
が
あ
る
等
、
説
明
が

あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
議
会

の
答
弁
で
は
、利
用
し
や
す
い
、

便
利
で
あ
る
な
ど
の
回
答
を
し

て
い
る
。大
き
な
矛
盾
が
あ
り
、

し
か
も
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で

相
乗
り
を
推
奨
し
て
い
る
。
密

を
避
け
よ
う
と
指
導
し
て
い
る

の
に
相
乗
り
の
実
験
が
必
要
な

の
か
。

　

ま
た
、
利
用
者
も
限
ら
れ
て
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観
光
事
業
の
推
進

策
と
支
援
は

幸
せ
の
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
施
策
は

五
つ
の
重
点
施
策
を
考
え
て
い
る

旧上岡小学校隣接地

菊池富也 議員

答 問

一般質問
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私
の
将
来
の
夢
は
ゲ
ー
ム

ク
リ
エ
ー
タ
ー
に
な
る
こ
と

で
す
。こ
の
職
業
は
、ゲ
ー
ム

の
制
作
や
開
発
に
携
わ
る
職

種
全
般
の
こ
と
を
指
し
ま
す
。

　

き
っ
か
け
は
、
ゲ
ー
ム
を

し
て
い
る
と
き
の
現
実
と
は

違
っ
た
世
界
観
に
心
惹
か
れ

た
か
ら
で
す
。
そ
し
て
ど
ん

ど
ん
ゲ
ー
ム
の
世
界
に
引
き

込
ま
れ
て
い
き
ま
し
た
。
多

わ
く
わ
く

―
大
子
っ
子
の
夢
、
応
援
し
て
い
ま
す
―

わ
た
し
の
夢

く
の
ゲ
ー
ム
と
関
わ
る
う
ち

に
、「
自
分
も
人
を
笑
顔
に

で
き
る
ゲ
ー
ム
を
作
り
た

い
」
と
考
え
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

私
は
、
世
界
中
の
人
々
が

笑
顔
で
楽
し
め
る
ゲ
ー
ム
が

作
れ
る
よ
う
に
な
り
た
い
で

す
。
ゲ
ー
ム
は
国
や
人
種
や

性
別
に
関
係
な
く
、
一
人
一

人
の
夢
を
形
に
し
て
与
え
、

叶
え
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。
私
は
自
分
の

夢
を
現
実
に
で
き
る

よ
う
今
で
き
る
こ
と

を
全
力
で
行
い
、
将

来
に
向
け
て
進
ん
で

い
き
ま
す
。

大子中学校３年
佐
さとう

藤　大
だいすけ

空さん

　

少
子
高
齢
化
に
対
し
様
々
な

施
策
を
執
り
行
う
中
で
、
我
々

は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
と
い
う
喫
緊
に
迫
る
大
き
な

問
題
に
遭
遇
し
ま
し
た
。

　

新
し
い
生
活
様
式
の
定
着
が

叫
ば
れ
る
中
、
国
は
施
策
と
し

て
デ
ジ
タ
ル
庁
を
創
設
し
国
・

地
方
行
政
の
Ｉ
Ｔ
化
や
Ｄ
Ｘ

（
Ｉ
Ｔ
の
浸
透
が
人
々
の
生
活

を
よ
り
良
い
も
の
と
す
る
）
の

推
進
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
議
会
議
員
は
急
速
な

進
化
に
遅
れ
る
こ
と
な
く
果
敢

に
時
代
の
先
駆
者
に
な
っ
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
感
じ
ま
す
。

　

町
民
の
声
を
し
っ
か
り
と
聞

き
な
が
ら
、
現
代
社
会
の
中
で

起
こ
る
事
象
を
デ
ジ
タ
ル
を
通

じ
て
的
確
に
捉
え
、
し
っ
か
り

と
伝
え
て
い
く
よ
う
努
力
し
て

ま
い
り
ま
す
。

（
飯
村　

剛
）

あ
と
が
き

委
員
長　

須　

藤　
　
　

明

副
委
員
長　

福　

田　

祥　

江

委　
　

員　

川　

井　

正　

人

委　
　

員　

飯　

村　
　
　

剛

委　
　

員　

齋　

藤　

忠　

一

委　
　

員　

金　

澤　

眞　

人

６
月
定
例
会

　
　
　
　
開
催
予
定

大
子
町
議
会

　
　
　
広
報
委
員
会

Ｆ
Ｍ
放
送
の

　
　
　
　
お
知
ら
せ

春
だ
よ
り

▽
２
日
（
水
）　

開　
　

会

▽
３
日
（
木
）
～
６
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　
　

自
宅
審
議

▽
７
日
（
月
）　

一
般
質
問

▽
８
日
（
火
）　

一
般
質
問

▽
９
日
（
水
）　

一
般
質
問

▽
10
日
（
木
）　

逐
条
審
議

▽
11
日
（
金
）　

逐
条
審
議

　
　
　
　
　
　
　

閉　
　

会

※
詳
細
は
議
会
事
務
局
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

町
議
会
定
例
会
の
一
般
質
問

の
様
子
を
Ｆ
Ｍ
だ
い
ご
で
聴
く

こ
と
が
で
き
ま
す
。
生
放
送
の

ほ
か
録
音
放
送
も
し
て
い
ま
す

の
で
、是
非
お
聴
き
く
だ
さ
い
。

　

放
送
日
、
時
間
等
は
Ｆ
Ｍ
放

送
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

こ
の
桜
の
名
称
は
「
長
峰
一

本
桜
」と
い
い
、後
冥
賀
に
あ
る

隠
れ
た
名
所
で
、地
域
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
場
と
し
て
活
用
し
て

い
る
そ
う
で
す
。
徳
川
斉
昭
公

も
歩
い
た
長
峰
峠
が
近
く
に
あ

る
こ
と
か
ら
命
名
さ
れ
ま
し
た
。


